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●　ゲートバルブは全開，全閉の状態で使用するもの。
半開きはディスクを磨耗させ寿命を短くする。

●　ハンドルのこま回しはディスクのかみこみのもと。

●　バルブ操作は皮手袋よりも軍手，それよりも素手の方が確実で理想，
ましてハンドルまわしは使わずにすむのが最良。

●　工具をハンドルまわしに使うのは事故のもと，使用は基準に合せて確実に。

●　二人操作は呼吸が肝心初心者同志はケガのもと。

●　ハンドルまわしの必要な時は開放初期と閉止のまぎわ。

●　全開，全閉になればバルブに合ったハンドルのあそび分を戻す。
余分な戻しは漏れにつながる。

●　開閉操作にグランドから漏れだしたものは全開，全閉で止まることが多い。

●　バルブ開度で流量調節するときは，最後にごくわずかな逆戻しがコツ。

●　コックレンチのセット操作方向を考えてから行なえ。

●　異物がディスクにかんだときは無理にしめこまず，わずかな開閉操作の繰返しで通過させる。

●　ディスクの脱落はスピンドルの止まる位置でわかる。

●　スピンドルの焼つきは回転させるとカジリ（またはヒッカカリ）音が伝わってくる。

●　スチームの通気は（暖機）が大切，無理な通気はウォーターハンマを起す。

●　直接手動操作でハンドホイルに加える力は，20～30kgが適当。

●　ダブルバルブの開放は低圧側（または下流側）から，閉止は高圧側（または上流側）から行なえ。

●　開けたはず，閉めただろうは事故のもと，一に点検二に確認。

●　ディスクがかみこんだら無理をせず報告，連絡，そして適切な処置をとる。
たたいたり，熱っけ，冷却は未経験者はむり。指示に従がえ。



	●　装置の運転開始でポンプ切替えが頻繁なときは，吐出バルブを絞って使用するのもやむを得ない。おちついたら全開が原則。

●　ゲートバルブは開度が1/3を超えると流量はほぼ一定になる。
グローブバルブは変化する範囲（開度）が広い。

●　Ｆｃ（鋳鉄）バルブは清水，海水，純粋などに使用される。
凍結破損するのもこのバルブ。

●　サイドハンドル型にハンドルまわしは不要，必要なほど操作困難なものは日頃の手入れが問題。

●　むだな労力，むらある手入れ，むりな操作で事故となる。
（ダラリで無事故は虫がよい）
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●　安全弁の吐出ノズルに霜がついたり，熱があれば漏洩と考えよ。

●　整備（修理）バルブはスピンドルの止まる位置が変る。

●　グランドからの漏洩はあるのが普通。その量と状態が問題。

●　コックバルブのグランドからガス漏れが多くなるのはグリース不足で起ることが多い。いれすぎは操作を困難にする。

●　締め過ぎたグランドをゆるめても，すぐスピンドルの操作が軽くはならない。
ゆるめすぎてグランドから急激に流体が噴きださせないこと。
●　注油したからといって，すぐには操作が楽にはならない。
平時の手入れが緊急操作を容易にする。

●　重要バルブは色別識示も大切だが，不断の手入がもっと大切。

●　スピンドルを回転させながら注油するのは効果的だが使用中のバルブであれば開けすぎ，閉めすぎが危険。

●　配管を締め切るときは，液圧上昇防止処置をとれ，圧力は気温の変化でも敏感に上昇する。

●　新品バルブ（整備バルブ）を取付けたからといって安心するのは事故のもと。
１に点検２に整備。
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●　チェッキバルブ，グローブバルブは一方通行，取付けは方向表示を確認してから。

●　安全弁の仕切弁は故障，修理中以外は全開にすること。

●　チェッキバルブはいつでも完全に逆流防止すると考えるな。

●　可燃性流体バルブグランドの直下に高熱裸設備があると事故のもと。

●　ゲートバルブのハンドルあそびは大きく，グローブバルブは非常に少ない。

●　ディスクシートの当り面は毛髪のように細い線である。弱く閉めたからといって必ず漏れることはない，しめすぎはシートの漏れを早めさせる。

●　バルブ操作は足場をきめてから。配管に乗ったり，回転機のうえに乗っての操作は事故のもと。

●　ドレンバルブはノズルの閉そくが多い。出ないからといって全開にすると急に吹きだす。出なければいったん閉止し方法を考えよ。

●　バルブ取付時はフランジについてくる保護カバーを必ずはずせ，取付けてからではパッキンに見まちがえられる。

●　スピンドルカバーはひと目で開閉状態がわかるものを使え。

●　毒性流体使用バルブを操作するときは，保護具を着用。自分の体は自分で守る。

●　配管の（または機器）振動はバルブの寿命を短くする。
振動の原因を調べて処置をとれ。

●　小型バルブになるほど手入れが必要。スチームトラップ仕切弁，バイパス弁は手入れをよく忘れる。

●　高圧ホース接続後の通気には，低圧側のバルブを開け次に高圧側を操作せよ。逆操作はジョイント部のはずれによる事故のもと。

●　ホースを使って液抜きはバルブ操作の最初が肝心。
急激な開放はホースの先が踊りだす。
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